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発
得
所
 

福
岡
県
田
川
郡
方
城
町
役
場
 

発
行
人
 
中

野

 実
 

【
通
第
五
十
一
号
】
 

印
刷
所
 

冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社
 

方城町財政白書 
ー
ク
赤
字
力
を
 無
く
し
て
し
ま
う
ま
で
 

心
を
合
せ
て
頑
張
ろ
う
 

わ
が
方
城
町
は
八
月
 

一
日
町
制
が
施
行
さ
 

れ
、
郡
下
の
雄
町
と
し
 

て
の
大
方
城
町
建
設
に
 

逼
進
し
つ
、
あ
る
事
 

は
、
既
に
御
承
知
の
通
 

り
で
、
教
育
・
文
化
・
 

経
済
、
特
に
値
林
に
つ
 

い
て
は
、
将
来
の
原
野
 

・
山
地
の
水
田
化
並
に
 

産
業
開
発
の
根
本
で
あ
 

る
と
し
て
、
新
町
建
設
 

計
画
の
実
現
に
努
力
中
 

で
あ
り
ま
す
。
 

を
極
度
に
圧
縮
し
て
、
予
算
四
、
七
〇
 

た
ま
た
ま
、
昭
和
二
十
九
年
度
に
於
 
九
万
六
千
円
議
決
を
得
て
熱
行
中
で
あ
 

て
赤
字
を
生
じ
た
る
故
を
以
て
財
政
再
 
り
ま
す
．
 

建
団
体
を
国
か
ら
指
令
さ
れ
、
目
下
再
 

尚
再
建
計
画
確
認
と
共
に
、
現
行
半
一
 

建
計
画
に
必
死
の
努
力
を
煩
け
て
い
ま
・
算
の
再
検
討
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
覚
 

す。 
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相
当
健
潜
し
て
来
ま
し
た
が
、
三
十
年
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度
決
算
見
込
は
ま
だ
、
約
一
天
三
万
円
 

昭
和
三
十
年
度
ま
で
一
・
三
三
七
米
 

凸
「
八
災
事
業
国
庫
補
助
米
済
に
よ
る
 
の
林
道
が
開
設
さ
れ
、
現
在
山
の
中
腹
 

分
）
の
赤
字
と
な
る
財
政
状
況
下
に
お
 
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
が
登
り
、
木
材
の
搬
出
 

き
ま
し
て
、
」
干
一
年
度
の
予
籍
成
 
に
役
立
っ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
も
地
元
 

に
あ
た
っ
て
は
、
総
て
の
消
費
的
経
費
 
弁
城
区
民
の
絶
大
な
る
御
協
力
の
賜
と
 

悟
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
い
す
れ
に
ゾ
 

し
て
も
財
政
再
建
は
、
な
ま
や
さ
し
い
 

覚
悟
で
は
出
来
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。
 

歳
入
の
増
収
を
は
か
る
一
方
、
歳
出
の
 

抑
制
に
つ
と
め
、
町
財
政
再
建
基
本
方
 

針
及
び
計
画
に
土
一
分
の
御
協
力
を
お
 

願
い
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

財
建
法
の
適
用
を
う
け
ま
し
て
も
、
 

現
町
長
の
努
力
に
よ
り
着
大
と
将
来
に
 

於
け
る
広
範
囲
な
山
林
資
源
の
開
発
・
 

肥
沃
な
田
畑
の
基
礎
に
立
ち
、
採
掘
さ
 

れ
る
地
下
資
源
に
よ
る
収
入
の
増
大
は
 

教
育
の
振
興
と
相
ま
っ
て
大
方
城
町
の
 

将
来
に
朋
る
い
光
を
与
え
て
く
れ
ま
す
 

町
長
の
施
政
に
信
頼
し
、
 
全
町
民
 

打
っ
て
一
丸
と
な
り
、
も
っ
一
年
辛
棒
 

す
る
こ
と
に
よ
り
過
去
の
赤
字
を
解
消
 

し
明
日
の
輝
か
し
い
幸
福
を
目
指
そ
う
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

ニ
十
九
年
度
決
算
に
於
け
る
赤
字
を
 

一1
～
一
」
・
甘
‘
バ
【
？
生
、
 

虻
警
戸
舞
謡
耗
、
叫
龍
勲
 

更
に
科
び
る
奥
 ケ
畑
林
道
 

深
く
感
謝
致
し
ま
す
．
昭
和
三
十
一
年
 

度
開
設
予
定
路
線
五
三
〔
Y
木
（
第
五
期
 

工
事
）
も
去
る
十
月
二
十
八
日
測
量
を
 

終
り
、
近
く
工
事
に
か
、
る
ま
叱
に
な
 

っ
て
居
り
ま
す
。
 

「
無
税
の
町
」
も
 

ク
火
の
用
心
か
ら
ク
 

家
で
も
山
で
も
焼
 

全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
に
 

つ
い
て
 

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
士
肩
一
百
 

ま
で
一
週
間
、
火
災
多
発
期
に
対
処
‘
 

し
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防
運
動
が
実
 

施
さ
れ
ま
す
。
火
災
の
原
因
は
日
常
生
 

活
に
直
結
す
る
も
の
が
多
く
、
皆
様
の
 

自
覚
と
御
協
力
を
特
に
お
願
い
し
ま
 

す
．
全
国
の
火
災
に
よ
る
損
害
は
一
日
 

約
一
億
円
で
、
七
〇
件
の
火
災
が
毎
日
 

ど
こ
か
で
起
っ
で
、
し
か
も
そ
の
原
因
 

の
九
割
以
上
が
火
気
取
扱
い
の
不
注
意
 

に
よ
る
も
の
で
す
．
い
よ
い
よ
火
災
発
 

生
の
多
く
な
る
時
期
と
な
り
ま
す
の
で
 

お
互
に
充
分
注
意
さ
れ
る
事
を
お
願
い
 

し
ま
す
．
 

家
だ
け
で
な
く
、
山
林
も
火
災
か
ら
 

守
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
山
に
入
っ
た
 

時
の
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
が
、
何
百
万
、
 

何
千
万
円
の
財
産
を
一
瞬
に
失
っ
て
し
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一
等
皿
組
合
別
一
牛
馬
旦
 
氏
 
名
一
 

壮
 

年
 

の
 

部
 

一
等
 

春
 
田
（
馬
）
原
田
 
政
幸
 

【
郡
大
会
成
績
一
辱
一
席
】
 

ク
 

野
 
添
（
ク
）
高
崎
 

勝
 

裏
繊
】
 

古
門
 

一
辱
 
ク
（
タ
）
 

ク ク 

佃
 

俊
美
 

浄
万
寺
牟
）
葛
原
 
幸
美
 

迫
 

（
ク
）
原
 

冨
久
 

三
等
 
野
 
地
（
ク
）
永
末
 

力
 

ク ク 

長
 
浦
（
ク
）
香
月
 
国
作
 

西
古
門
（
馬
）
伸
村
 
清
治
 

青
 

年
 

の
 

部
 

一
等
 

瀬
成
二
（
馬
）
伸
村
 
六
助
 

【
郡
大
会
成
績
三
等
七
席
】
 

三
等
 
西
古
門
 

高
木
き
そ
え
 

ク
 

迫
 

（
牛
）
香
月
 
光
男
 

ク
 

久
 
六
（
馬
）
久
富
か
す
み
 

【
郡
大
会
成
績
三
（
守
ハ
席
】
 

ク
 

瀬
成
二
 

、
田
丸
か
す
み
 

二
等
 
長
 
浦
（
ク
）
石
橋
 

伝
 

ク
 

古
門
第
一
 

田
丸
と
せ
子
 

ク
 

見
 
六
（
馬
）
高
津
 
慶
重
 

三
等
 
瀬
成
一
（
馬
）
榊
 
や
ち
よ
 

ク
 

浄
万
寺
（
牛
）
中
山
 
英
長
 

少
 

年
 

の
 

部
 

三
等
 
古
門
第
ス
馬
）
田
丸
 
繁
松
 

一
等
 

野
 
添
（
馬
）
高
崎
 
義
政
 

、
ノ
》
予
J

一
！
あ
」
此
・
r
、
 
【
】
」
、
ノ
‘
 

‘ 

一
辱
 
見
ー
ハ
（
牛
）
 

の
野
に
織
は
た
め
く
 

十
一
月
十
「
 
百
町
競
梨
会
 

ク
 

中
 
組
（
牛
）
岩
崎
慶
一
郎
 

ク
 

瀬
成
一
 

ク
 

新
 
門
（
ク
）
花
石
 
秀
人
・
三
等
 
新
 

皆
川
 

章
 

（
ク
）
西
古
門
（
馬
）
 

仲
村
 
春
芳
 

一
（
牛
）
竹
下
 

一万 

門
（
ク
）
松
島
 

秀
 

ク
 

見
 
六
（
ク
）
永
末
 
照
秋
 

タ
 

久
 
一 

嬬
 

人
 

の
 

部
 

団
 

体
 

一
等
 

迫
 

（
牛
）
永
末
 
俊
子
 

優
 
勝
 

一一等 

浄
方
寺
（
ク
）
中
山
ミ
ツ
ル
 

二
 
位
 

ハ
（
ク
）
久
富
 
日」口 

の
 

部
 

迫
農
事
組
合
 

古
門
農
事
組
合
 

ク
 

ク
 

（
ク
）
葛
原
ョ
シ
子
 

三
 
位
 

長
浦
農
事
組
合
 

い
て
し
ま
え
ば
後
の
祭
 

ま
い
ま
す
。
 

焼
肥
作
り
の
火
で
も
、
野
火
・
畦
焼
 

き
で
、
最
後
の
ー
か
け
ら
ま
で
火
を
 

見
届
け
ま
し
ょ
う
．
 

殊
に
「
無
税
の
町
」
づ
く
り
を
目
指
 

団
 

防
 

肖
 

町
 

城
 

方
 

消
防
長
 

倉
石
文
夫
 

消
防
長
付
 

中
野
 

実
 

今
水
 

昭
 

岡
本
 
義
春
 

団 長 
稲 富 治 郎 

I本部長 

副 団 長 
松島 政夫、白石 藤吉、深川 治郎 

白石 載太郎 

部
長
以
上
 

一
五
名
 

班
長
以
下
一
八
〇
名
 I 

総
 
員
 

一
九
五
名
‘
 

し
て
頑
張
っ
て
い
る
方
城
町
と
し
て
、
 

全
町
民
心
を
合
し
て
火
事
を
防
ぎ
ま
し
 

ま
》
つ
。
 

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
 

「
火
事
を
出
し
て
は
 
先
租
は
 

す
ま
ぬ
 
隣
り
近
所
に
や
 

な
お
す
ま
ぬ
」
 

次
に
、
方
城
町
消
防
団
の
陣
容
を
西
 

」
紹
介
敢
レ
ま
し
ょ
え
 

丁
第
一
班
（
一
（
〕
名
ン
 

一 

稲
井
長
太
郎
 

「
「
麟
議
準
第
蕪
範
）
 

「
山
の
手
、
矢
久
保
、
一
y
お
H
、
『
廷
F
ノ 

嚢
季
m
り
巨
一
ー
第
簾
一
唱
）
名
 

分
団
長
 

ー
第
四
班
（
一
O
名
）
迫
 

ラ
頁
 
で
g
 

高
木
 
谷
蔵
 

ー
 

す
が
響
締
嚇
一
 

轟
無
雀
ー
第
駐
牟
零
一
 

ー
第
四
分
団
ー
ー
ー
第
二
班
に
「
〇
名
旦
名
 

分団醸津 

順
ー
第
夢
麟
為
 

部
長
 
佃
 
光
則
 

」戸馬 

虎
雄
、
 

ク
 

松
島
 
直
 

木
戸
 
克
己
 

、
 

叔
護
戸
ー
第
鷲
一
）
ら
 

分
団
長
 

ー
第
三
庭
（
（
暑
）
一
壬
 

部
長
永
競
準
第
響
尋
 

ー第霊（嘉）、 

（
方
城
鉱
業
所
）
ー
第
か
警
観
）
 

ー
鰐
団
ー
ー
ー
第
賑
（
船
）
名
 

部撫気鷲一」加 
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苦
心
と
努
力
の
連
続
 

昭
和
 31 

年
を
か
え
り
み
て
 

本
年
度
当
初
に
於
け
る
町
長
の
施
政
 

方
針
は
総
て
重
点
施
策
で
あ
っ
て
 

1
赤
字
の
解
消
 

町
民
に
負
担
を
掛
け
な
い
で
、
外
か
 

ら
入
る
様
に
努
力
し
て
解
消
す
る
。
 

2
基
本
財
源
の
確
保
 

く
糸
田
町
山
林
十
五
町
歩
の
買
収
 

ロ
、
造
林
計
画
 

ハ
、
タ
バ
コ
消
費
税
の
増
収
 

3
入
る
を
図
り
出
ず
る
を
制
す
 

る
（
節
約
）
 

4
財
政
再
建
策
定
計
画
の
用
意
 

を
示
す
 

等
の
大
綱
変
ホ
さ
れ
、
着
大
と
実
行
に
 

移
さ
れ
て
来
た
。
 

一
月
四
日
 
御
用
始
め
、
町
長
訓
示
 

夢
を
 
持
ち
、
理
想
を
か
、
げ
、
こ
れ
 

が
実
現
に
努
力
せ
よ
（
努
力
・
効
果
・
 

進
歩
）
柔
か
く
て
、
美
味
し
く
て
、
ね
 

ば
り
あ
る
人
と
な
れ
。
職
員
の
問
違
い
 

は
村
全
体
に
響
く
、
第
三
者
に
認
め
ら
 

れ
る
努
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

一
六
日
 

八
日
 
長
浦
長
尾
新
太
郎
方
納
屋
 

一
一
九
日
 

よ
り
出
火
 

四
月
一
日
 

一
0
日
 
二
区
社
字
出
火
（
幼
女
四
 

九
日
 

才
焼
死
）
 

一
五
日
 

消
防
出
初
式
 

一
〇
日
 

二
月
一
日
 
採
銅
所
村
、
延
焼
山
火
事
 

八
日
 
伊
方
校
上
棟
式
 

一
八
日
 

地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
 

措
置
法
の
調
査
開
始
 

一
一
九
日
 

一
〇
日
 

特
別
交
付
税
の
件
に
つ
い
 
五
月
一
一
日
 

て
県
と
接
渉
を
始
め
る
 

二
一
百
 
町
制
施
行
実
行
激
（
員
会
（
 

九
日
 

以
下
略
）
 

「
月
一
日
 
定
例
村
会
（
以
下
略
）
 

十
一
日
 

追
加
予
算
並
に
三
十
一
年
 

度
当
初
予
算
案
提
出
 

議
会
議
員
植
林
奉
仕
実
行
 

全
議
員
協
議
会
開
催
 

モ
デ
ル
結
婚
式
挙
行
 

伊
方
校
第
一
教
棟
工
事
後
 

検
査
 

隠
田
池
特
別
委
員
会
開
催
 

（
以
下
略
）
 

臨
時
村
議
会
開
催
（
以
下
 

略） 
道
路
愛
護
実
施
 

臨
時
村
議
会
開
催
（
町
制
 

施
行
襲
畝
会
）
 

町
制
施
行
可
否
に
つ
い
て
 

懇
談
会
（
山
の
手
）
 

同
右
（
八
幡
町
）
農
ー
商
 

ー
工
、
大
い
に
賛
成
で
あ
 

高
ま
る
道
路
愛
護
心
 

全
町
あ
げ
て
奉
仕
作
業
 

去
る
十
月
七
日
、
秋
晴
れ
の
好
天
気
に
 

恵
ま
れ
て
、
町
内
一
斉
道
路
愛
護
作
業
 

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

早
朝
よ
り
町
民
の
御
協
力
に
依
り
、
 

優
秀
な
成
績
を
挙
げ
得
ま
し
た
事
を
厚
 

く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
 

今
回
は
、
町
制
祝
賀
祭
を
目
前
に
控
 

え
て
各
演
絡
会
共
非
常
に
張
切
っ
て
作
 

業
を
実
施
し
て
居
り
、
督
励
班
只
大
頭
 

の
下
る
思
い
で
し
た
．
 

特
に
後
谷
上
組
連
絡
会
長
楠
木
温
理
 

氏
、
野
添
連
絡
会
長
久
富
武
士
氏
等
は
 

予
定
の
作
業
が
終
ら
な
い
た
め
、
炊
出
 

し
ま
で
し
て
タ
方
お
そ
く
ま
で
作
業
に
 

協
力
し
て
下
さ
っ
た
事
は
、
道
路
愛
護
 

心
の
現
わ
れ
と
思
い
ま
す
。
今
後
共
こ
 

の
様
に
皆
様
方
の
御
協
力
を
御
願
い
致
 

し
ま
す
。
 

な
ぜ
木
を
植
え
る
こ
と
が
 

必
要
で
あ
る
か
 

官
行
造
林
地
新
設
に
あ
た
っ
て
 

直
方
営
林
署
（
官
行
造
林
係
）
 

福

田

 敬

喜

 

草
も
木
玉
庄
」
え
な
い
砂
漠
の
こ
と
を
 

考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
は
人
も
住
め
す
 

鳥
も
鳴
か
す
、
花
も
咲
か
な
い
荒
れ
果
 

て
た
土
地
で
す
。
 

ヴ
ア
ル
ガ
ス
兄
弟
が
デ
ン
マ
1
ク
の
 

荒
地
に
植
林
し
て
、
不
毛
の
地
を
変
じ
 

て
豊
沃
の
楽
土
と
し
、
現
在
の
様
な
世
 

界
の
農
業
先
進
国
に
し
た
話
は
、
よ
く
 

人
に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
．
 

明
治
こ
の
方
人
が
ふ
え
る
、
文
化
が
 

す
、
む
、
森
林
は
伐
り
開
か
れ
て
皿
霧
材
 

地
に
さ
れ
た
り
、
屋
敷
や
工
場
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
木
材
を
使
う
量
 

は
急
遠
に
ふ
え
る
。
山
は
荒
れ
て
行
く
 

一
方
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
戦
 

争
で
乱
伐
さ
れ
、
国
土
面
積
は
五
五
％
 

林
野
面
積
は
五
四
％
に
減
少
し
て
木
材
 

の
需
要
と
生
産
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
 

ず
、
用
材
で
戦
前
ー
ケ
年
五
・
六
千
万
 

石
伐
採
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
戦
後
で
 

は
一
億
石
位
伐
採
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
 

れ
が
た
め
祖
先
伝
来
の
蓄
積
を
喰
い
込
 

ん
で
過
伐
（
成
長
量
を
上
廻
っ
た
伐
採
 

）
と
な
り
、
こ
の
ま
、
で
は
ニ
ー
」
干
 

年
後
に
は
日
本
の
山
は
裸
に
な
る
と
計
 

算
さ
れ
ま
す
。
 

‘
為
土
の
緑
化
・
森
林
資
源
の
増
強
が
 

、
遮
動
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
ゆ
 

え
ん
も
以
上
の
理
由
に
基
く
も
の
で
あ
 

っ
て
、
一
人
一
人
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
 

出
来
る
だ
け
木
を
植
え
て
頂
き
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

既
に
方
城
町
は
、
三
大
努
力
目
標
の
 

先
頭
に
「
緑
化
」
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
 

こ
と
ば
、
右
の
精
神
に
即
応
す
る
と
同
 

時
に
県
行
造
林
・
水
源
林
と
着
A
と
実
 

行
さ
れ
、
残
る
四
百
町
歩
も
今
度
法
律
 

の
改
正
を
ま
っ
て
官
行
造
林
と
し
て
大
 

植
林
を
計
画
さ
れ
た
こ
と
は
、
指
導
者
 

の
先
見
の
明
に
よ
る
こ
と
は
勿
論
、
町
 

を
上
げ
て
の
植
林
熱
に
対
す
る
反
響
と
 

い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

理
屈
は
抜
き
に
し
て
、
こ
の
事
業
が
 

い
か
に
困
難
な
も
の
で
あ
る
か
、
町
民
 

の
皆
さ
ん
も
充
分
御
承
知
の
こ
と
y
存
 

じ
ま
す
。
 

こ
の
事
業
を
成
功
さ
中
立
為
に
は
、
月
 

前
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
は
な
り
ま
せ
て
 

ん
。
一
、
一
人
が
卒
（
し
て
こ
の
車
並
未
 

に
惜
み
な
く
参
加
す
べ
き
で
し
き
つ
。
 

そ
の
昔
（
天
保
の
頃
）
お
隣
の
香
春
 

町
（
そ
の
頃
の
名
を
豊
前
国
田
川
郡
下
 

香
村
）
に
熊
谷
直
候
と
云
う
人
が
あ
っ
 

て
ー
 
直
候
は
生
来
樹
木
を
愛
好
し
て
 

い
た
が
、
彼
に
う
っ
て
つ
け
の
山
奉
行
 

を
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
二
十
有
余
年
、
一
 

日
と
し
て
休
む
こ
と
な
く
領
内
各
地
の
 

植
林
・
撫
育
の
指
導
及
び
保
護
に
努
力
 

し
、
こ
れ
が
た
め
領
内
の
山
大
の
大
半
 

は
緑
化
し
、
洪
水
・
早
魅
の
害
も
な
く
 

な
わ
入
民
の
生
活
は
安
定
す
る
に
至
っ
 

た
。
（
弘
化
三
年
）
庫
藩
後
、
直
候
は
 

郡
更
と
な
っ
て
山
林
保
護
の
職
を
尽
し
 

た
が
、
先
す
苗
圃
を
設
け
て
大
量
に
造
 

苗
し
、
こ
れ
を
実
費
程
度
で
郡
民
に
頒
 

与
し
た
。
そ
の
数
は
十
万
余
本
に
及
ん
 

だ
と
い
う
。
こ
の
苗
木
を
争
う
よ
う
に
 

し
て
手
に
入
れ
た
郡
民
は
、
自
己
所
有
 

の
山
に
盛
ん
に
造
林
し
た
が
、
こ
の
植
 

林
熱
は
た
ち
ま
ち
他
郡
に
も
ひ
ろ
が
り
 

る
事
が
判
っ
た
 

六
月
十
一
日
 
選
挙
管
理
委
員
会
開
催
 

士

百

 臨
時
議
会
開
催
、
町
制
施
 

行
の
件
 

二
〇
日
 
村
長
以
下
議
員
ら
町
制
施
  

行
県
会
上
程
に
つ
き
出
県
 

（
県
会
通
過
す
）
 

七
月
四
日
 
選
挙
骨
理
委
員
会
棄
権
防
 

止
宣
伝
村
内
巡
回
 

六
日
 
職
員
採
用
試
験
実
施
 

◇
一
名
採
用
）
 

八
日
 
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
 

（
投
票
率
七
七
％
、
郡
下
 

第
一
位
）
 

一
一
日
 

高
冷
地
試
験
場
設
置
の
現
 

地
調
査
の
た
め
県
農
業
委
 

員
来
村
 

八
月
一
日
 
町
制
実
施
日
に
当
り
町
内
 

有
志
ニ
五
五
人
（
実
員
一
 

九
四
人
）
の
参
会
 

九
日
 
遺
骨
一
一
柱
帰
還
す
（
谷
氏
 

、
加
来
氏
）
 

一
七
日
 

台
風
九
号
被
害
実
態
調
査
 

ニ
四
日
 
消
防
団
幹
部
会
開
催
 

二
九
日
 
町
制
施
行
祝
賀
会
準
備
会
 

（
以
下
略
）
 

九
月
五
日
 
町
制
施
行
祝
賀
実
行
響
 

会
開
催
（
以
下
略
）
 

七
日
 
西
鉄
バ
ス
役
場
迄
乗
り
入
 

れ
の
交
渉
を
始
め
る
 

九
日
 
台
風
士
一
号
通
過
警
戒
す
 

十
月
一
〇
日
 
教
育
委
員
任
命
並
に
初
 

回
丞
（
員
会
開
催
（
以
下
略
〕
 

、
I
…
二
f

、
；
…
、
ノ
ニ
・
，
.
？
、
．
．
…
、
一
 

一
，
日
J

旦
」
丈
言
．
 
圧
，
ロ
し
 

立
木
“
日
ー
目
』
庁
E
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h
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新
門
農
事
研
究
友
の
会
は
昨
年
の
一
一
 

月
に
結
成
さ
れ
た
。
今
ま
で
の
多
く
の
 

研
究
会
は
上
級
機
関
の
半
強
制
的
要
望
 

窮
舛
起
人
に
対
す
る
義
理
で
入
会
し
た
 

人
大
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
日
数
が
た
 

つ
に
従
っ
て
自
然
消
滅
す
る
も
の
が
多
 

い
。
新
門
研
究
会
は
農
村
百
年
の
基
礎
 

を
築
く
べ
く
同
志
が
集
ま
り
自
主
的
に
 

育
苗
・
植
林
が
「
利
益
の
あ
る
車
乗
」
 

と
し
て
喧
伝
さ
れ
て
大
い
に
普
及
す
る
 

に
至
っ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
直
候
の
功
 

績
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
山
林
共
進
会
 

は
直
候
に
五
等
賞
を
贈
っ
た
．
と
福
岡
 

県
か
ら
唯
一
人
、
日
本
緑
人
伝
に
記
さ
 

・》c
い
ま
す
。
 

・マ 

【
参
】
遅
ま
き
対
策
廿
発
芽
を
早
め
る
 

た
め
風
呂
の
湯
に
一
昼
夜
つ
け
て
引
上
 

げ
ム
ツ
ロ
を
覆
っ
て
芽
を
切
ら
し
た
も
 

の
を
ま
く
。
播
種
期
が
遅
れ
る
と
分
ケ
 

ツ
が
少
い
の
で
播
種
量
を
多
く
す
る
。
 

土
入
れ
‘
相
当
入
念
に
覆
土
し
た
も
の
 

も
降
雨
や
降
霜
に
よ
っ
て
土
壌
が
沈
降
 

し
麦
の
種
や
幼
根
が
露
出
す
る
。
 

こ
れ
は
寒
害
・
、
…
ー
・
？
・
ー
 

の
た
め
枯
死
一
十
一
一
月
・
一
 

す
る
か
ら
時
 

枚
に
な
っ
た
頃
麦
の
中
の
土
を
掻
い
て
 

小
さ
い
雑
草
を
殺
す
（
メ
ク
ラ
除
草
機
 

が
考
案
さ
れ
て
い
る
）
土
入
れ
廿
メ
ク
 

ラ
除
草
後
十
五
日
目
頃
浅
く
土
入
れ
を
 

行
っ
。
追
肥
‘
一
月
下
旬
頃
分
ケ
ツ
肥
 

と
し
て
尿
紫
を
反
当
り
一
貫
五
百
匁
程
 

度
施
用
す
る
．
 

【
薬
種
】
植
付
け
I
遅
植
に
な
っ
た
り
 

爺
鳳
「
山
減
罵
疑
舞
」
覆
）
 

期
を
見
て
早
目
に
覆
土
補
正
の
意
味
で
 

土
入
れ
を
行
う
。
珪
酸
苦
土
石
灰
の
施
 

用
‘
最
近
麦
に
苦
土
欠
乏
の
症
状
が
多
 

く
現
わ
れ
減
収
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
 

の
で
、
葺
酸
苦
土
石
灰
（
農
協
で
売
っ
 

て
い
る
）
を
反
当
り
二
〇
ー
三
〇
貫
を
 

施
用
す
る
（
播
種
後
畦
上
に
撒
布
し
て
 

も
よ
い
）
メ
ク
ラ
除
草
I
麦
の
葉
が
」

1 
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結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
研
究
に
対
す
る
 

意
慾
が
特
に
大
き
く
今
ま
で
の
経
過
か
 

ら
見
て
も
今
後
益
大
発
展
す
る
も
の
と
 

思
う
。
 

行
事
と
し
て
は
例
会
と
し
て
月
に
一
一
 

回
日
曜
日
の
夜
が
選
ば
れ
、
講
習
会
・
 

研
究
会
及
び
各
人
の
体
験
発
表
会
や
研
 

究
に
対
す
る
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

実
地
指
導
会
と
し
て
は
温
床
の
踏
込
や
 

播
種
・
管
理
・
水
稲
や
疏
菜
の
各
人
の
 

圃
場
の
巡
回
等
を
随
時
行
っ
て
い
る
。
 

現
在
新
門
の
下
部
落
に
共
同
研
究
圃
場
 

を
持
っ
て
疏
菜
の
輪
作
に
つ
い
て
研
究
 

数
が
少
い
の
 

で
増
収
を
図
る
た
め
に
は
密
植
と
す
 

る
．
苗
の
大
き
さ
に
よ
り
異
る
も
四
尺
 

五
寸
畦
一
一
条
株
間
一
尺
以
内
が
よ
い
。
 

追
肥
I

一
月
下
旬
上
月
上
旬
頃
分
 

枝
肥
と
し
て
反
当
硫
安
を
五
賞
程
度
施
 

用
す
る
。
理
酸
苦
土
石
灰
施
用
l
麦
と
 

同
様
に
反
当
り
二
〇
土
」
O
貫
施
用
。
 

（
長
尾
普
及
員
）
 

I
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：
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、
…
：
、
I
…
：
‘
、
．
・
・
」
‘
・
：
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個
人
研
究
と
し
て
初
年
度
は
温
床
育
 

苗
・
ト
マ
ト
・
西
瓜
等
の
果
菜
類
の
栽
 

培
・
白
菜
・
ナ
タ
ネ
の
栽
培
を
会
員
は
 

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
研
究
の
た
め
栽
培
 

し
た
。
失
敗
も
あ
っ
た
が
、
し
か
し
栽
 

培
し
た
こ
と
、
す
べ
て
は
会
員
に
と
っ
 

て
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
一
一
年
目
を
 

迎
え
技
術
は
急
速
に
向
上
し
た
。
温
床
 

青
苗
・
夏
疏
菜
の
栽
培
・
水
稲
の
多
収
 

穫
栽
培
と
初
年
度
と
比
較
に
な
ら
な
い
 

成
績
を
あ
げ
て
い
る
。
い
つ
か
私
は
野
 

菜
を
作
っ
て
い
る
農
家
か
一
番
野
菜
に
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・
》
．
●
・
．
・
●
，
●
‘
，
●
・
．
●
・
，
●
・
．
●
・
．
．
・
．
.
'
.
．
・
●
一
・
●
・
！
●
．
 

そ
れ
よ
り
約
百
丈
本
年
後
の
現
在
は
 

日
本
の
人
ロ
も
何
倍
か
に
増
加
し
て
い
 

る
と
推
測
さ
れ
、
今
後
三
十
年
ー
五
十
 

年
後
の
方
城
町
の
総
人
ロ
も
、
職
業
別
 

人
ロ
も
大
き
く
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
 

、
そ
・
の
と
き
の
財
源
は
ー
に
山
林
資
源
 

に
あ
る
と
い
え
る
で
し
さ
つ
。
し
か
も
 

不
自
由
し
て
い
る
と
云
っ
て
、
技
術
水
 

準
の
低
い
農
家
が
西
瓜
・
ト
マ
ト
・
キ
 

ウ
リ
等
を
栽
培
せ
ず
必
署
ん
応
じ
て
食
 

べ
ら
れ
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。
研
究
 

会
員
は
此
の
野
菜
の
木
自
由
か
ら
脱
し
 

た
。
そ
し
て
今
で
は
裏
作
の
麦
を
疏
菜
 

に
お
き
か
え
る
早
生
甘
藍
の
栽
培
と
と
 

り
組
ん
で
い
る
。
稲
は
米
作
日
本
一
に
 

会
員
の
殆
ん
ど
が
出
品
し
た
。
並
木
植
 

と
従
来
の
正
方
形
植
の
得
失
を
研
究
会
 

の
共
同
研
究
と
し
て
生
育
調
査
及
び
坪
 

刈
0
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
 

る
。
期
し
て
・
待
つ
べ
き
も
の
が
あ
ろ
 

”つ。 
研
究
会
は
自
分
達
の
も
の
で
な
く
、
 

よ
い
技
術
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
A
 

に
と
技
術
指
導
の
助
一
『
『
者
と
な
っ
て
い
 

る。 （
こ
の
会
の
最
も
熱
心
な
会
員
の
一
人
 

で
あ
っ
た
鈴
木
正
直
氏
は
、
去
る
十
一
 

月
十
三
日
朝
、
馬
の
事
故
で
急
逝
さ
れ
 

た
。
惜
し
ん
で
も
惜
し
み
き
れ
な
い
も
 

の
が
あ
り
、
心
か
ら
そ
の
御
冥
福
を
お
 

祈
り
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
す
）
 

【
田
川
北
部
農
業
改
良
普
及
所
 

長
尾
智
代
喜
】
 

続
け
て
植
林
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
源
 

は
保
た
れ
、
そ
の
と
き
に
こ
そ
、
三
大
 

努
力
目
標
も
完
成
さ
れ
た
と
い
え
る
で
 

し
ょ
う
。
 

平
和
な
緑
の
町
、
緑
の
平
和
な
町
方
 

城
町
の
建
設
の
た
め
努
力
致
し
ま
し
ょ
 

》つ。 


